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〈
今
月
の
表
紙
〉
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地域の個性が
ひかり輝く
自治と協働のまち

奥州市

「
正
法
寺
の
梅
」に
あ
や
か
り

梅
干
し
作
り
で
地
域
発
信

定期的に産直施設を巡り、商品を補充する

ちだ・きわこ◎昭和24年、

前沢区古城生まれ。黒石

梅の里生産組合の総務部

長として事務をこなすほ

か、梅干しなどの梅加工品

の生産と販売に携わる。

夫と長男家族との７人暮ら

し

響

べ
る
と
元
気
に
な
る
」
と
い
う

フ
ァ
ン
も
い
て
好
評
だ
。
生
産
組

合
の
仲
間
が
家
庭
の
経
験
や
本
の

知
識
を
持
ち
寄
っ
て
作
り
方
を
考

え
た
も
の
で
、
よ
く
見
て
ま
め
に

混
ぜ
る
こ
と
が
上
手
に
作
る
コ
ツ
。

「
子
ど
も
の
よ
う
に
か
わ
い
が
る

こ
と
で
す
」
と
目
を
細
め
た
。

今
売
る
梅
干
し
は
申
年
産
の
梅

で
、
体
に
い
い
と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
る
。「
こ
と
し
は
申
の
梅
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
毎
年
何
か

変
化
を
加
え
て
い
き
た
い
」
と
語

る
喜
和
子
さ
ん
。
変
わ
り
続
け
る

こ
と
で
、
地
域
に
元
気
を
与
え
た

い
と
目
を
輝
か
せ
た
。

奥州の南部に春の訪れを告げる奥州前沢春まつり（前

沢まつり実行委員会主催）が４月16日、前沢区七日町

や三日町、五十人町を会場に開催されました。40回目

の節目となった今回、歴代厄年連の演舞披露や衣装の展

示、同まつりの歴代ポスター展示などが併催されました。

写真は、主役の25歳厄年連「煌燎迅（石川翔太会長）」
こうりょうじん

の創作演舞「七鳥不乱」の様子。42歳厄年連「雅龍白
が りゅうはく

巳會（遠藤和幸会長）」と共に躍動の舞を詰めかけた沿
み かい

道に披露し、まちを活気づけました。

【関連記事：12宿】
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自
宅
の
一
室
に
は
、
と
こ
ろ
狭

し
と
樽
が
並
ぶ
。
千
田
喜
和
子
さ

ん
が
樽
の
ふ
た
を
開
け
る
と
、
真

紅
に
輝
く
梅
干
し
が
中
か
ら
顔
を

の
ぞ
か
せ
た
。

正
法
寺
の
梅
の
言
い
伝
え
か
ら
、

黒
石
を
梅
の
里
に
し
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成

年
の
こ
と
。
各
家
庭
に
梅
の
苗

12木
が
届
け
ら
れ
、
喜
和
子
さ
ん
の

家
で
も
１
０
０
本
の
苗
木
を
受
け

取
っ
た
。
以
来
、
本
数
や
栽
培
面

積
を
増
や
し
、
今
で
は
約
１
盾
の

畑
に
８
０
０
本
ほ
ど
を
栽
培
す
る
。

梅
干
し
は
梅
、
シ
ソ
、
塩
だ
け

で
作
る
昔
な
が
ら
の
も
の
。「
食
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顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
人
な
ど
に

贈
ら
れ
る
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
８
人

が
そ
の
栄
誉
に
輝
い
て
い
ま
す
。
受

章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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昭和41年に検察事務官に任官
され、札幌高等検察庁事務局長と
して退職。検察官の補佐役などで
「国民の信頼を得るための自己研
鑚」を信条に尽力されました。

昭和34年に前沢町消防団に入団
し、平成12年に副団長として退団。
分団長時代、野火の多かった地区
で５年間の無火災を達成したこと
が思い出深いと語っています。

昭和45年から農林業センサス、
国勢調査に従事。平成24年から
は市統計調査員協議会副会長を務
められ「対話を大切にし信頼関係
を築き上げた」と語っています。

昭和41年、東京都の新宿郵便局
に入局し、56年から南都田郵便局
長を務められました。平成22年
の退職まで、地域住民とのつなが
りを第一に尽力されました。

昭和50年に水沢郵便局総務課用
務職に採用、59年に外務職に配属。
信頼を第一に、多い日で千軒以上の
配達を行う激務をこなし、現在も非
常勤職員として配達をされています。

昭和62年から３期12年旧衣川
村助役を務められました。村長の
女房役として以心伝心を心掛け、
村内で行われた３つの全国大会
の開催などに尽力されました。

昭和38年、江刺市消防団に入団
し、平成11年から15年まで副団
長を務められました。火を消すよ
り火災を出さないことが大事と予
防活動を重視して活動されました。

昭和33年に衣川村消防団に入団。
平成８年から４年間分団長を務め
られました。消防団の証のはんてん
を常にそばに置いて防災意識を高め、
地域の安全のため尽力されました。




